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■ 青少年ピースフォーラム　■ 少年平和と友情の翼
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長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典

　8 月 9 日、平和公園で被爆 74 周年長崎原爆犠牲

者慰霊平和祈念式典が執り行われました。被爆者

や遺族、安倍首相ら政府関係者、世界 66 か国の代

表を含む約 5,900 人が参列し、原爆犠牲者を慰霊

しました。

　田上市長は、長崎平和宣言で被爆者の詩を引用

して被爆の惨状と被爆者の切なる想いを伝え、日

本国政府に対し「唯一の戦争被爆国の責任として、

一刻も早く核兵器禁止条約に署名、批准をしてく

ださい」と求めました。

　また、被爆者代表の山脇佳朗さん（継承部会員）

は、「平和への誓い」で自らの被爆体験や核兵器廃

絶への思いを述べ、最後は英語で「この世界から

核兵器を廃絶し、長崎を最後の被爆地とするため

に皆さんの力を貸してください」と訴えました。

被爆 74 年ナガサキ
被爆74周年を迎えた夏、長崎には全国からたくさんの方々が追悼に訪れました

長崎平和宣言で引用された被爆者の詩

幾
千
の
人
の
手
足
が
ふ
き
と
び　

腸
わ
た
が
流
れ
出
て

人
の
体
に
う
じ
虫
が
わ
い
た

息
あ
る
者
は
肉
親
を
さ
が
し
も
と
め
て

死
が
い
を
見
つ
け　

そ
し
て
焼
い
た

人
間
を
焼
く
煙
が
立
ち
の
ぼ
り

罪
な
き
人
の
血
が
流
れ
て
浦
上
川
を
赤
く
そ
め
た

 
ケ
ロ
イ
ド
だ
け
を
残
し
て
や
っ
と
戦
争
が
終
わ
っ
た

 

だ
け
ど
…
…

父
も
母
も　

も
う
い
な
い

兄
も
妹
も
も
ど
っ
て
は
こ
な
い

 

人
は
忘
れ
や
す
く
弱
い
も
の
だ
か
ら

あ
や
ま
ち
を
く
り
返
す

だ
け
ど
…
…

こ
の
こ
と
だ
け
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
の
こ
と
だ
け
は
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
…
…

長崎平和宣言は、長崎市のホームページからご覧いただけます
https://nagasakipeace.jp/japanese/peace/appeal.html

祈念式典会場でおしぼりを配る
ピースボランティア

「平和への誓い」で核兵器廃絶を訴えた
継承部会員・山脇佳朗さん

祈念式典で合唱する城山小学校の児童たち
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写真展「写真で見る被爆体験記」

アジア青年平和交流事業　発表審査会

長崎平和推進協会設立記念事業 戦争と演
へい

芸
わ

映画「サクラ花」・特別限定高座 出征祝（国策落語）

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
19
日
ま
で
、

追
悼
平
和
祈
念
館
の
交
流
ラ
ウ
ン

ジ
に
て
、
写
真
資
料
調
査
部
会
主
催

に
よ
る
写
真
展
「
写
真
で
見
る
被
爆

体
験
記
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
写
真
展
は
、
追
悼
平
和
祈

念
館
に
寄
せ
ら
れ
た
被
爆
体
験
記

と
当
時
の
被
災
写
真
を
同
時
に
展

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
被
爆
者

が
見
た
で
あ
ろ
う
光
景
を
想
像
し
、

そ
の
体
験
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
被
爆
者
10
人
の
手
記
と
そ

れ
に
関
連
す
る
約
50
枚
の
被
災
写

真
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
被
爆
体
験

継
承
を
目
指
す
上
で
、
一
つ
の
ス
タ

イ
ル
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
３
部
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
は

松
村
克
弥
監
督
、
映
画
に
出
演
し
た

林
家
三
平
さ
ん
と
城
之
内
正
明
さ

ん
が
登
壇
し
、
映
画
の
撮
影
裏
話
な

ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
３
人
は
講
演

会
前
に
周
辺
の
被
爆
遺
構
や
原
爆

資
料
館
を
見
学
さ
れ
て
お
り
「
平
和

祈
念
像
を
見
て
、
未
来
に
向
か
っ
て

頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
の
感
想
も

あ
り
ま
し
た
。
最
後
は
「
国
が
戦
争

へ
の
道
に
進
ん
で
い
き
、
戦
地
に
兵

士
を
送
る
た
め
に
噺
家
も
利
用
さ

れ
た
事
実
を
伝
え
た
か
っ
た
」
「
こ

れ
か
ら
も
様
々
な
表
現
で
戦
争
を

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
思
い
を
述
べ
て
締
め
く
く
ら

れ
、
約
３
０
０
人
の
来
場
者
が
拍
手

を
送
り
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
、
追
悼
平
和
祈
念
館
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
で
「
ア
ジ
ア
青
年
平
和

交
流
事
業
の
発
表
・
審
査
会
」
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
「
自
分

た
ち
が
考
え
る
国
際
・
平
和
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
、
長
崎
の

若
者
に
よ
る
企
画
を
募
集
し
、
そ
の

企
画
の
実
施
を
協
会
が
支
援
す
る

も
の
で
す
。

　

今
年
は
２
チ
ー
ム
が
若
者
ら
し

い
発
想
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
審
査
の
結
果
、
２
チ
ー
ム

を
認
定
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
審
査

員
か
ら
の
助
言
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
事
業
を
行
っ
て
い
た

だ
き
、
３
月
に
は
成
果
発
表
会
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

７
月
17
日
、
協
会
設
立
記
念
事

業
「
戦
争
と
演
芸
」
を
原
爆
資
料
館

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期

に
日
本
軍
が
生
み
出
し
た
小
型
特

攻
機
「
桜
花
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
映

画
「
サ
ク
ラ
花
」
の
上
映
、
林
家
三

平
さ
ん
に
よ
る
国
策
落
語
「
出
征

祝
」
上
演
、
映
画
監
督
と
出
演
者
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
３
部
構
成

で
行
い
ま
し
た
。

　

国
策
落
語
は
、
戦
時
中
、
国
民
の

戦
意
高
揚
を
目
的
に
作
ら
れ
ま
し

た
。
「
出
征
祝
」
は
７
代
目
林
家
正

蔵
さ
ん
が
話
し
て
い
た
も
の
で
、
孫

に
あ
た
る
三
平
さ
ん
が
約
70
年
ぶ

り
に
復
活
さ
せ
、
「
サ
ク
ラ
花
」
上

映
に
合
わ
せ
て
口
演
し
て
い
ま
す
。

店
の
若
旦
那
に
召
集
令
状
が
来
た

こ
と
を
皆
で
喜
び
、
最
後
は
「
酒
を

二
本
買
っ
た
＝
日
本
勝
っ
た
」
の
掛

け
言
葉
で
終
わ
る
話
で
、
口
演
後

「
こ
ん
な
話
し
か
で
き
な
い
時
代
で

し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

長崎純心大学
Green Pieces

長崎県立大学シーボルト校
金村ゼミ

PEACE  WING  NAGASAKI3



令和につなぐ　平和へのおもい
被爆74年の夏、若い世代が被爆や平和について学び、平和　な世界の実現のために自分に何ができるのかを考えました

全国から約 500 人が長崎に集まり、平和学習を行う

青少年ピースフォーラム
中学生が長崎原爆を伝え、沖縄戦を知る

少年平和と友情の翼
　

全
国
の
青
少
年
が
長
崎
で
被
爆
の
実

相
や
平
和
の
尊
さ
を
学
習
す
る
「
青
少

年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、
８
月
８

日
・
９
日
の
２
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
長
崎
市
を
含
む
全
国
35
自
治
体

か
ら
約
５
０
０
人
が
集
ま
り
、
地
元
長

崎
の
青
少
年
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
２
つ
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
学
習
し
ま
す
。
１

日
目
の
Ａ
コ
ー
ス
は
、
平
和
会
館
ホ
ー

ル
で
原
爆
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識

を
学
び
、
原
爆
資
料
館
周
辺
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
コ
ー
ス
は
、
平
和
公
園
・
浦
上
天

主
堂
・
山
王
神
社
の
各
ル
ー
ト
に
分
か

れ
、
被
爆
建
造
物
等
を
巡
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
両
コ
ー
ス
と
も
、
長
崎
の

原
爆
か
ら
更
に
視
野
を
広
げ
た
意
見
交

換
会
を
行
い
、
ピ
ー
ス
ア
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

実
施
内
容
の
企
画
や
当
日
の
進
行

役
、
被
爆
遺
構
な
ど
の
ガ
イ
ド
は
、
青

少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と

な
り
、
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

被爆体験講話聴講（築城昭平氏）

原爆犠牲者慰霊平和祈念式典

意見交換会・ピースアート制作

［Ａコース］
・原爆資料館周辺
フィールドワーク

・被爆の実相学習
・紙芝居（原爆）

・平和 2 択クイズ

［Ｂコース］
・被爆建造物等　
　フィールドワーク
（平和公園コース）

（浦上天主堂コース）

（山王神社コース）

企画・運営を行った

ピースボランティア★

近藤拓人さん

　今年のピースフォーラムは、沢山の

困難もあったが、多くの方々の御支援

により、無事成功を収めることが出来

たと思う。今回一番苦労した事は、例

年に比べて変更点が多く、対応に苦労

したことだ。有難いことに、皆様からの

笑顔やお礼の言葉を頂戴することがで

き、達成感を得ることができたが、反

省点も多かったため、改善していきたい。

平
和
学
習

発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

８
月
22
日
、
長
崎
市
の
主

催
で
、
中
学
生
が
平
和
学

習
の
取
り
組
み
を
発
表
す

る
「
平
和
学
習
発
表
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の

平
和
会
館
に
は
、
市
内
の
市

立
中
学
校
の
生
徒
代
表
及

び
「
少
年
平
和
と
友
情
の
翼
」

参
加
者
約
１
２
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
平
成
18

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
初
の
試
み
で
、

参
加
者
全
員
が
班
に
分
か
れ

て
、
各
学
校
の
取
り
組
み
を

自
作
の
発
表
資
料
を
使
っ
て

発
表
し
、
感
想
を
共
有
す
る

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
会
う
メ
ン
バ
ー
の

発
表
や
意
見
交
換
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
よ
う
に
、
青
少
年

ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
長

崎
純
心
大
学
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

Ｐ
ｉ
ｅ
ｃ
ｅ
ｓ
（
グ
リ
ー
ン
・

ピ
ー
シ
ー
ズ
）
」
が
司
会
・

進
行
役
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
今
年
８
月
16
日

～
18
日
に
沖
縄
県
を
訪
問
し
、

沖
縄
戦
に
つ
い
て
学
ん
だ
「
少

年
平
和
と
友
情
の
翼
」
の
参

加
者
が
、
研
修
で
の
体
験

や
学
習
し
た
こ
と
、
訪
問
地

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
那
覇
市
の
中

学
生
と
の
交
流
会
の
様
子
や

資
料
館
見
学
の
様
子
な
ど
が

あ
り
、
「
こ
の
平
和
な
世
の

中
を
続
け
て
い
く
た
め
、
戦

争
に
つ
い
て
学
び
、
伝
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
グ
リ
ー
ン
・

ピ
ー
シ
ー
ズ
は
年
間
の
活
動

を
報
告
し
ま
し
た
。
様
々
な

発
表
で
各
学
校
の
取
り
組
み

を
知
り
、
今
後
自
分
た
ち
が

行
う
平
和
の
取
り
組
み
を
発

展
さ
せ
る
学
び
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　私は戦争がなく安心して暮らせることが、

平和な世界だと考える。その目標のために

今の自分に出来ることは、多くの人に戦争

の悲惨さを伝えることだという結論に至っ

た。伝えるには、色々な人の立場、意見

を知ることも必要だ。多くの人に平和の大

切さをわかってもらえるよう、これらの力

を培い、フォーラムで戦争について伝えて

いきたい。
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令和につなぐ　平和へのおもい
被爆74年の夏、若い世代が被爆や平和について学び、平和　な世界の実現のために自分に何ができるのかを考えました

中学生が長崎原爆を伝え、沖縄戦を知る

少年平和と友情の翼

沖縄県到着

長崎原爆資料館解散

　

８
月
22
日
、
長
崎
市
の
主

催
で
、
中
学
生
が
平
和
学

習
の
取
り
組
み
を
発
表
す

る
「
平
和
学
習
発
表
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の

平
和
会
館
に
は
、
市
内
の
市

立
中
学
校
の
生
徒
代
表
及

び
「
少
年
平
和
と
友
情
の
翼
」

参
加
者
約
１
２
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
平
成
18

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
初
の
試
み
で
、

参
加
者
全
員
が
班
に
分
か
れ

て
、
各
学
校
の
取
り
組
み
を

自
作
の
発
表
資
料
を
使
っ
て

発
表
し
、
感
想
を
共
有
す
る

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
会
う
メ
ン
バ
ー
の

発
表
や
意
見
交
換
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
よ
う
に
、
青
少
年

ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
長

崎
純
心
大
学
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

Ｐ
ｉ
ｅ
ｃ
ｅ
ｓ
（
グ
リ
ー
ン
・

ピ
ー
シ
ー
ズ
）
」
が
司
会
・

進
行
役
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
今
年
８
月
16
日

～
18
日
に
沖
縄
県
を
訪
問
し
、

沖
縄
戦
に
つ
い
て
学
ん
だ
「
少

年
平
和
と
友
情
の
翼
」
の
参

加
者
が
、
研
修
で
の
体
験

や
学
習
し
た
こ
と
、
訪
問
地

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
那
覇
市
の
中

学
生
と
の
交
流
会
の
様
子
や

資
料
館
見
学
の
様
子
な
ど
が

あ
り
、
「
こ
の
平
和
な
世
の

中
を
続
け
て
い
く
た
め
、
戦

争
に
つ
い
て
学
び
、
伝
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
グ
リ
ー
ン
・

ピ
ー
シ
ー
ズ
は
年
間
の
活
動

を
報
告
し
ま
し
た
。
様
々
な

発
表
で
各
学
校
の
取
り
組
み

を
知
り
、
今
後
自
分
た
ち
が

行
う
平
和
の
取
り
組
み
を
発

展
さ
せ
る
学
び
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

那覇市長表敬

首里城公園（軍事司令部壕等）

那覇市立安岡中学校との交流会

沖縄県平和祈念公園（平和の礎）

那覇市立安岡中学校との意見交換

沖縄県平和祈念資料館見学

ひめゆりの塔、ひめゆり平和祈念
資料館見学（講話聴講）

糸数の壕（アブチラガマ）見学

オリエンテーション

　

長
崎
市
内
の
中
学
生
30
人
を
沖
縄
県

に
派
遣
す
る
「
少
年
平
和
と
友
情
の

翼
」
を
８
月
16
日
～
18
日
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
度
か
ら
当
協
会

が
長
崎
市
か
ら
受
託
し
た
も
の
で
、
長

崎
の
中
学
生
に
沖
縄
戦
や
沖
縄
の
歴
史

を
学
ん
で
も
ら
い
、
長
崎
原
爆
を
沖
縄

の
中
学
生
に
伝
え
る
こ
と
、
ま
た
、
友

情
・
連
携
を
深
め
、
集
団
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
目
的
で
行
い
ま

し
た
。
台
風
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

予
定
通
り
の
行
程
で
、
研
修
を
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

事
前
研
修
で
は
、
長
崎
原
爆
や
沖
縄

戦
に
つ
い
て
学
び
、
沖
縄
の
中
学
生
と

の
意
見
交
換
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

沖
縄
で
は
、
沖
縄
戦
で
使
わ
れ
て
い
た

壕
や
戦
跡
の
見
学
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊

に
つ
い
て
の
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。
ま

た
、
那
覇
市
立
安
岡
中
学
校
の
生
徒
30

人
と
平
和
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
も

行
い
ま
し
た
。
沖
縄
の
中
学
生
と
の
交

流
や
現
地
で
の
沖
縄
戦
に
つ
い
て
の
学

び
は
、
平
和
の
尊
さ
を
感
じ
る
貴
重
な

体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　研修で僕の心に最も強く残ったのは、
ひめゆり学徒隊です。学徒隊の一員だっ
た宮城さんは、解散命令が出た時、動
けなくなった友人を置いて壕から出た
そうです。ここで友人と別れたら二度
と会えないかもしれない、と思いなが
ら壕を出る苦しさと悲しさは計り知れ
ません。また、「事実を知らないことが
一番怖い」ともおっしゃいました。

ずっと「アメリカ軍は鬼だ」と教えら
れてきた宮城さんは、アメリカ軍が負
傷者を看護するのを見て「鬼なんかじゃ
ない、人間なんだ」と気づいたといい
ます。僕は何事もまずは真実を知ろう
とする姿勢が大切だと思いました。
　平和な世界の実現のために僕ができるこ
とは何なのか、それを自分に問いかけ、深
く考えさせられた研修でした。  （一部抜粋）

参加者★長崎大学教育学部附属中学校 2 年　濱田尚平さんの感想
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期　　間：11 月 23 日 (祝) ～令和 2 年 3 月 10 日 (火) の火曜日・土曜日

時　　間：〔火曜日〕18:30 ～ 20:00 〔土曜日・祝日〕13:30 ～ 16:30（原則）

回　　数：全 15 回　★ 12 回以上出席した方のみ登録できます。

場　　所：原爆資料館 平和学習室ほか

応募資格：満 18 歳以上（高校生は除く）

令和 2 年 5 月からの平和案内人活動に参加できる方

締め切り：10 月 31 日 (木)　当日消印有効

※雨天時も実施します

メッセージ
ツリー

日本語版「ナガサキ 核戦争後の人生」刊行記念

スーザン・サザード氏 特別市民セミナー
CINEMA × MUSIC × STORY

NAGASAKI Love & Peace Message 2019

被爆体験記朗読ボランティア「被爆体験を語り継ぐ永
と

遠
わ

の会」

定期朗読会「忘れられないあの日」
国連軍縮週間 「市民のつどい」

日時　11 月 10 日（土）13：30～16：30

場所　長崎原爆資料館 ホール

日時　12 月 15 日（日）10：00～17：00

場所　追悼平和祈念館 交流ラウンジ

日時　10 月 26 日（土）10：00～13：00

場所　長崎原爆資料館前 階段下広場

日時　10 月 20 日（日）14：00～15：00

場所　追悼平和祈念館 交流ラウンジ

　

平
成
27
年
に
米
国
で
出
版
さ
れ
、

大
き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
し
た
被
爆

史
「
ナ
ガ
サ
キ

核
戦
争
後
の
人
生
」

（
ス
ー
ザ
ン
・
サ
ザ
ー
ド
著
）
の
日

本
語
版
が
今
年
７
月
に
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
本
は
、
デ
ィ
ト
ン
平
和

文
学
賞
（
平
成
28
年
）
等
を
受
賞
し
、

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
版
刊
行
を
記
念
し
、
著
者

で
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
ス
ー

ザ
ン
・
サ
ザ
ー
ド
氏
を
お
招
き
し
て

の
「
特
別
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。
サ
ザ
ー
ド
氏
の
基
調
講
演

の
他
、
芥
川
賞
作
家
の
青
来
有
一
氏
、

詩
人
で
絵
本
作
家
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ

ナ
ー
ド
氏
と
の
３
人
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
長

崎
国
際
平
和
映
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

内
容
を
見
直
し
、
特
に
若
い
世
代
へ

の
被
爆
体
験
の
継
承
を
目
的
と
し

た
、
イ
ベ
ン
ト
も
装
い
も
新
た
に
開

催
し
ま
す
。

　

映
画
の
ほ
か
、
長
崎
で
活
躍
し
て

い
る
方
々
に
よ
る
朗
読
劇
、
映
画
音

楽
・
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
や
ピ

ア
ノ
、
ギ
タ
ー
で
演
奏
し
ま
す
。

　

世
代
を
超
え
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
内
容
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

　

追
悼
平
和
祈
念
館
の
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
被
爆
体
験
を
語
り
継
ぐ　

永
遠
の
会
」
は
、
毎
年
３
回
定
期
朗

読
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
朗
読
会
で
は
、
約
半
年
間

の
育
成
研
修
を
終
え
今
年
４
月
か
ら

活
動
を
開
始
し
た
２
期
生
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
被
爆
55
年
後
に
被
爆
者

が
描
い
た
詩
画
集
「
忘
れ
ら
れ
な
い

あ
の
日
」
か
ら
詩
を
７
編
と
体
験
記

を
５
編
朗
読
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、
10
月
24
日
～
30
日

の
国
連
軍
縮
週
間
中
に
開
催
さ
れ
る

市
民
大
行
進
に
合
わ
せ
て
、毎
年
「
市

民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
戦
時
食
の
体
験
や
原
爆

写
真
の
展
示
、
ま
た
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
記
入
で
き
る
エ
コ
風
船

コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
改
め
て
平
和
の
大

切
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お問合せ　PCU-NC　☎ 095-819-2252お問合せ　追悼平和祈念館　☎ 095-814-0055

お問合せ　長崎平和推進協会　☎ 095-844-9922 お問合せ　追悼平和祈念館　☎ 095-814-0055

戦時食

体験

原爆写真

展示

ミニ

コンサート

折り鶴

体験

エコ風船

メッセージ

綿菓子

ポップ

コーン
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問合せ先

Q. 誰でも平和案内人になれますか？

A. 満 18 歳以上（高校生は除く）の方ならどなたでも応募で

きます。ただし、育成講座に 12 回以上出席し、講座を修

了していただくことが条件となります。

Q. どこで活動しますか？

A. 原爆資料館や追悼平和祈念館、被爆建造物

等を案内していただきます。

Q. 平和案内人の活動はいつからはじまる？

A. 育成講座修了後、2 ヶ月の実施研修を経て、

令和 2 年 5 月から活動を開始いたします。

Peace Wing Nagasaki

会員の広場
戦
時
中
の
「
食
べ
物
に
ま
つ
わ
る
話
」
を

テ
ー
マ
に
被
爆
者
の
方
々
か
ら
お
話
を

聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、

食
糧
は
統
制
配
給
制
の
も
と
一
人
あ
た

り
の
配
分
を
制
限
さ
れ
、
配
給
自
体
も

遅
配
や
欠
配
が
続
い
て
満
足
が
い
く
食

事
を
と
れ
な
い
時
代
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

私
の
実
家
で
も
畑
作
物
を
栽
培
し
て
不

足
し
た
食
糧
の
足
し
に
し
て
い
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

毎
年
10
月
末
に
開
催
さ
れ
る
「
市
民

の
つ
ど
い
」
で
は
当
時
の
食
べ
物
を
試
食

す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
食

材
も
質
が
よ
く
な
り
、
野
草
な
ど
当
時

は
身
近
に
あ
っ
た
食
材
を
調
達
す
る
の

も
難
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
当
時
の
食

糧
事
情
を
完
璧
に
再
現
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
戦
争
当
時
を
体
験

す
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
戦
時
食

づ
く
り
の
活
動
は
続
け
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

廣
佐
古 

俊
之

お便りをお寄せください！
平和推進協会では、会員の皆様よりお便

りを募集します。会報をご覧になっての

ご意見、ご感想、お便りなど、会員の皆

様の声をお寄せください。投稿いただい

た声は、広報委員会を経て、「会員の広場」

で会報「へいわ」に掲載させていただき

ます。投稿は 300 字以内でお願いします。

また、匿名の投稿はご遠慮ください。

E-mail：info@peace-wing-n.or.jp
〒 852-8117 長崎市平野町 7-8
長崎平和推進協会「会員の広場」係

NO. 10

国際基督教大学生の五
井野友香さん、杉本詩織
さんが７月～８月の約１
カ月間、長崎市に滞在し
て当協会で原爆・平和の
研修を受講しました。こ
の研修は、大学の教育プ
ログラム「サービスラー
ニング」の一環として行
われ、当協会は初めて実
習生を受け入れました。
２人は原爆・平和につ

いて学び、原爆資料館イ
ンフォメーションや中学
校での平和学習、当協会
のイベント補助などに取
り組みました。また、青
少年ピースボランティア
に加入して「青少年ピー
スフォーラム」に参加し
たり、折り鶴の整理や平
和の灯のキャンドルの製
作も行いました。長崎市
の文化施設も見学して長
崎の歴史・文化について
も学習するなど多方面か
ら学び、ボランティア活
動を行いました。

ボランティア研修生

五井野さん・杉本さん

来訪
者コーナー

期　　間：11 月 23 日 (祝) ～令和 2 年 3 月 10 日 (火) の火曜日・土曜日

時　　間：〔火曜日〕18:30 ～ 20:00 〔土曜日・祝日〕13:30 ～ 16:30（原則）

回　　数：全 15 回　★ 12 回以上出席した方のみ登録できます。

場　　所：原爆資料館 平和学習室ほか

応募資格：満 18 歳以上（高校生は除く）

令和 2 年 5 月からの平和案内人活動に参加できる方

締め切り：10 月 31 日 (木)　当日消印有効

長崎平和推進協会（長崎市平野町 7-8） https://www.peace-wing-n.or.jp/

TEL 095-844-9922　　FAX 095-844-9961

　

原
爆
投
下
か
ら
74
年
が
経

過
し
、
被
爆
者
の
平
均
年
齢

も
82
歳
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
被
爆
者
の
思
い

を
継
承
し
、
原
爆
資
料
館
や

被
爆
建
造
物
等
を
案
内
す
る

こ
と
で
被
爆
の
実
相
と
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
平
和
案
内

人
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
の
育
成
講
座
で
は
、

被
爆
体
験
講
話
を
通
し
て
被

爆
者
の
心
の
痛
み
を
感
じ
取

る
と
と
も
に
、
現
代
の
核
兵

器
問
題
、
原
爆
の
構
造
や
当

時
の
状
況
な
ど
を
専
門
家
か

ら
学
ぶ
ほ
か
、
実
際
案
内
す

る
場
所
を
め
ぐ
り
、
ガ
イ
ド

に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習

得
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
協
会

発
行
の
チ
ラ
シ
や
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

申
込
用
紙
を
お
送
り
く
だ
さ

い
。

あなたも平和への思いを伝えませんか

平和案内人育成講座 受講者募集 !第７期
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令
和
元
年
9
月
30
日
発
行

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

TOPICS! へいわトピックス

PEACE  WING  NAGASAKI 8

（公財）長崎平和推進協会　　〒852-8117 長崎市平野町7-8　☎095-844-9922　 095-844-9961

　継承部会の継承交流班では、被爆者による自らの被爆体験

のスキルアップを図るとともに、多くの人に被爆体験を知っ

ていただくため、被爆者による「被爆体験の深化講座」を始

めました。第 1 回は「食べ物にまつわる話」として、5 人の被

爆者が被爆前後の体験を話しました。深堀譲治さんは「8 月 9

日に母が炊いてくれた真っ白いご飯を、焼け跡の釜の中に見

つけた」と話し、併せて会場の継承部会員からも色々な体験

を聞くことができました。会場には約 50 人が集まりました。

ピースネットで被爆体験講話と初めて朗読を行いました　

7 月 22 日、インターネット会議システムで相模女子大学と祈念館をつ

なぎ、清野定廣さんの講話を実施しました。はじめての取り組みとして、

朗読ボランティア「被爆体験を語り継ぐ永遠の会」の白鳥純子さんが、

清野さんのお姉さんが遺した原爆投下から 8 月 17 日までの日記を朗読

しました。学生からは「今日聞いたお話を次世代に語り継げるように、

日々を大切に生きていこうと思います」などの感想が寄せられました。

長崎原爆資料館等の指定管理者制度に伴う 
協会会員特典の継続について

　今年 9 月 1 日から長崎原爆資料館等に指定管

理者制度が導入されました。指定管理者（長崎

平和施設管理グループ）に了解いただき、当協

会会員の方は、9月以降も原爆資料館内のミュー

ジアムショップでは協会製作商品 10％引きと喫

茶室「ピースカフェ」では 5％引きの会員価格

を引き続きご利用できます。

【問合せ】長崎平和推進協会 ☎ 095-844-9922

長崎原爆資料館図録

「ながさき原爆の記録」 リニューアル

　原爆資料館の展示内容を紹介

する図録を23年ぶりにリニュー

アルしました。写真を増やし、

説明文も分かりやすくなりまし

た。英訳も併記されていますの

で、海外の方にもおすすめです。

864 円（会員価格：778 円）

【問合せ】長崎平和推進協会 ☎ 095-844-9922

被爆体験の深化講座開始！

◎
維
持
会
員

１
０
７
６
人

◎
賛
助
会
員

１
５
３
人

◎
学
生
会
員

１
０
人

（
令
和
元
年
９
月
24
日
現
在)

（
敬
称
略
）

◎
北
城　

祐
二 

一
万
八
千
円

◎
木
下　

セ
ツ 

一
万
円

◎
松
尾　

蘭
子 

一
万
円

◎
土
井　

美
智
子 

一
万
円

◎
白
鳥　

純
子 

三
千
円

◎
匿
名　

六
名 

四
万
八
一
七
円

　
当
協
会
の
活
動
は
皆
さ
ま
の
会
費
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
ま
だ
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
な
い
方
は
、何
卒
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、先
に
お
送
り
し
て
い
る
払
込
票
に
よ
り

最
寄
り
の
郵
便
局
で
納
入
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
支
払
い
た
だ
い
た
会
費
は
、源
泉
所
得

税
の
税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
数
報
告

寄
付
者
紹
介

　

会
費
納
入
の
お
願
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
員
（
団
体
・
法
人
）
の
一
覧
は
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

世界の核弾頭の数（2019年6月1日現在）

ロシア 米　国 フランス 中　国 英　国 イスラエル パキスタン インド 北朝鮮 合　計

～6,500 ～6,185 300 290 215 80 〜150 130 20〜30 ～13,880

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）提供　http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/


